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事業分野 

 

事業名 三世代自然体験学習（田植え・稲刈り） 

趣旨 

目的 
学校と地域の連携・協力を図る 

対象 
生石小学校児童 

（主に５年生）と地域住民 
参加人数 200名×２回 

〈事業内容〉 

１ 概要 

平成13年度から続いている地域と小学校・ＰＴＡとの連携事業です。 

地域の高齢者の方やＪＡえひめ中央農協にお手伝いをお願いし、多くの方の協力を得ました。 

また、小学校の先生やＰＴＡも参加し、総勢約100名のスタッフで実施しました。 

 

２ 日程等 

６月 ４日 田植え・・・お米作りの大変さを感じながら田植えをしました。 

９月19日 稲刈り・・・慣れない手つきでカマを持って、無事稲刈りが終わりました。 

             収穫したお米は、小学校の給食に出され、おいしくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

「地域づくり」を行うには、まちづくり協議会や自主防災組織などの自治組織、公民館などの社会教育組

織、学校やＰＴＡ、企業など地域の様々な組織が有機的に関わりながら取り組んでいかなければなりません。

そのような中、生石地区では三世代交流事業をはじめ、放課後の「生石子どもいきいき教室」の事業に積極

的に関わる人たちが多くいます。特に、「イクジイ」といわれる地域の子育てや教育に熱心な高齢者が大きな

力になってくれています。また、隣接する「生石保育園」と連携した事業も数多く実施し、地域の子育て支

援に積極的に協力しています。 

 

令和６年度は、小学生を始め参加者みんなのいきいきとした笑顔が見られとても嬉しく感じました。

今年は稲の品種を変えて、いつもより早く収穫できるようにしました。子どもたちは、田植えから稲刈

りまでを体験したことで、米作りには多くの手間と時間が掛かるということを学び、食べ物の大切さ、

農業の大変なところ、楽しいところを実感をもって体験できたと思います。（主催者談） 

【 田植え 】 【 稲刈り 】 


